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金星下層大気HCl半球分布の分光観測

Spectroscopic observation of HCl hemispheric distribution in the Venus lower atmo-
sphere
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　金星夜面 1.7μm域スペクトルより、下層大気中の HClコラム密度を導出し、半球マップを作成した。HClは塩素
化合物の親気体種であり、それから派生する ClOx（塩素酸化物 = Cl + ClO + ClO2 +....）は金星大気中で重要な働きを
していると考えられている。つまり、大気主成分 (96.5%)である CO2は高度 100km以上で太陽 UV により光解離 (CO2
+ hv =CO + O)するが、直接再結合 (CO + O + M = CO2 + M)はスピン禁制のため遅く、これだけでは 10%を超える CO
とO2が大気中に残ってしまう（金星 CO2大気安定性問題）。現在、最も広く支持されているシナリオでは、１．強力渦
拡散による COとOの下方輸送、に続く２．ClOx触媒サイクルによる CO2の効率的再生があるとされている。つまり、
HClの半球分布から、このシナリオの真偽に関する情報が得られる可能性がある。
　観測は 1999年 10月 21日朝、岡山天体物理観測所 188cm望遠鏡の赤外分光撮像装置 SuperOASISを用いて行われ

た。検出素子は HgCdTe 256x256、視野 4分角、分解能 1000だった。スリットを金星ディスク上南北に設定することに
より、緯度・波長方向の分光撮像を行った。さらに公転速度ベクトル差を利用して、経度方向走査も行い、見えている
全夜面を 15(経度)x20(緯度)程度に分割してスペクトルを得た。経度方向走査には 10分を要し、シーイングは 2ないし
3秒角だった。
　　HCl混合比緯度分布の解析結果の一部を図に示す。この波長域では寄与関数のピークは 20km程度となるため、得

られた混合比は高度 20km付近を代表している。平均値は 0.5ppm程度と過去の全球観測と同じだが、今回の緯度分布に
は赤道域で少なく (0.4ppm)、中緯度でやや多い (0.7ppm)傾向がみえている。


